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【 はじめに 】近年、イオン液体に対してスパッタを行うことで、イオン液体中にナノ粒子を合

成できることが報告され[1]、表面修飾や還元剤が不要であることから非常に注目されている。チ

オール分子などによって表面安定化を行うと、表面におけるコンダクタンスの低下を引き起こす

が[2]、イオン液体中の金ナノ粒子は「裸のナノ粒子」とも言われており、安定化剤無しにナノ粒

子が存在しているため、金ナノ粒子本来の物性が保持されていることが期待できる。しかしなが

ら、安定化メカニズムは十分には解明されていないのが現状である。我々はイオン液体中の金ナ

ノ粒子を単電子デバイスへと応用することを考え、まずイオン液体中における金ナノ粒子の合成

メカニズムおよび安定化の描像に関する知見を得ることを目的とし、スパッタよりもエネルギー

が低い真空蒸着によって、イオン液体中に金ナノ粒子を合成することを試みた。 

【 実験方法と結果 】使用したイオン液体は EMIM-BF4、BMIM-PF6、EMIM-DCA、BMIM-TFSI

の４種類である。蒸着レート 1Å/s でイオン液体に対し 0.01wt%の金蒸着を行ったところ、

EMIM-DCAおよび BMIM-TFSIで赤褐色の呈色が認められた。一方、EMIM-BF4および BMIM-PF6

においては表面に薄膜の形成が見受けられた。赤褐色を呈した２種類の試料における小角 X線散

乱(SAXS)プロファイルを図１に、球状粒子を仮定してフィッティングを行った結果を図２に示す。

いずれも粒径の小さいナノ粒子が合成されていることが分かる。発表では、蒸着条件による金ナ

ノ粒子合成の可否や粒径に与える影響、および作製した金ナノ粒子の各種物性などについて議論

する。 
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図２：作製した金ナノ粒子の粒径分布 図１：作製した金ナノ粒子の SAXSプロファイル 
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